
沼津の新しいまちづくりが始まっています。「沼津発⇒未来へ」は県と沼津市が共同で進めている鉄道高架事業を含む
沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況や最新の情報等についてお知らせする広報紙です。電子書籍版はShizuoka-ebooksで。

今月の一枚
第34号 沼津駅周辺総合整備事業だより

平成30年1⽉25⽇ 発⾏:静岡県沼津⼟⽊事務所

“香貫山からの富士山”

● 沼津駅周辺総合整備事業ってどのくらい進んでいるの？？

標高200ｍ程の香貫
山から見た元旦の富士
山です。ちょっと足を延
ばせば気軽にこの景色
を楽しむことができます。

沼津駅の周辺では、交通の円滑化や市街地の⼀体化を図る鉄道⾼架事業をはじめとした６つの事
業で構成される「沼津駅周辺総合整備事業」を⾏っています。今回は、６つの事業とそれぞれの進
捗状況（Ｈ29.3.31時点）を紹介します。

JR東海道本線、JR御殿場線
を⾼架化し、８つの幹線道路
を⽴体交差化します。新貨物
ターミナルの⽤地取得が完了
次第、⼯事を開始します。

鉄道と交差する道路や、⾼
架下の空間を利⽤した歩⾏者
⾃転⾞通路、緑地の整備等を
鉄道⾼架事業と⼀体的に⾏い
ます。

鉄道⾼架事業で⽣まれる鉄
道跡地を活⽤して道路、⽔路、
公園等の公共施設や良好な住
環境の整備を⾏います。

鉄道⾼架事業 鉄道⾼架関連事業 ⼟地区画整理事業

沼津駅前北⼝広場のユニ
バーサルデザイン化や、賑わ
い拠点施設の「BiVi沼津」を
整備しました。

中⼼市街地の活性化を⽬的
に「イ〜ラde」の建設と、
南⼝駅前広場の拡張などを⾏
いました。

沼津駅北⼝に県東部におけ
る広域的な交流拠点施設「プ
ラサヴェルデ」を整備しまし
た。

特定再開発事業 市街地再開発事業 駅北拠点開発事業
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● 地⽅創⽣実務セミナーを開催しました

●「ぬまづまちづくりシンポジウム」を開催します

● 沼津駅周辺総合整備事業の全体事業費について

市では、事業の透明性を⾼めるため、過去の事業費や市の負担のない事業も含めた沼津駅周辺総合
整備事業の全体事業費を毎年公表しています。最新の事業費は、平成30年1⽉22⽇に公表しました。

（詳細は、市ホームページをご覧ください。）

昨年11⽉に「沼津駅の⾼架化を実現する市⺠の会」は、鉄道⾼架事業に合わせて官⺠が⼀体とな
り、駅周辺のまちづくりに取り組んだ先進事例である兵庫県姫路市を視察しました。
この視察の報告会を兼ねて、下記のとおり、「ぬまづまちづくりシンポジウム」を開催します。

全体事業費1996億円に対して、
沼津市の負担分は714億円（残り
は、国・県等が負担）です。
平成28年度までに全体の約1/3

が完了しており、平成29年度以降
の沼津市負担分は、406億円で、
そのうち鉄道⾼架事業の市の負担
分は165億円となっています。

 沼津市の負担額は??

○ 基調講演「姫路市におけるまちづくりについて」講師：姫路商⼯会議所 阿部尚之⽒
○ 視察報告「沼津駅鉄道⾼架事業推進特別委員会」「沼津駅の⾼架化を実現する市⺠の会」

1⽉18⽇（⽊）、沼津市のまちづくりについて考える地⽅創⽣実務セミナー「『世界⼀元気な沼
津』を⽬指して」（主催：沼津市、（⼀財）国⼟計画協会、㈱時評社）が、沼津リバーサイドホテル
で開催されました。
国⼟交通省の渡邉課⻑からは、鉄道⾼架事業を念頭に、「交通インフラ再構築への投資と連動し、

公⺠連携の好循環を⽣むことが⼤切」と呼びかけられました。
【講演者】
・沼津市⻑ ⼤沼明穂⽒
・国⼟交通省都市局街路交通施設課⻑ 渡邉浩司⽒
・静岡県副知事 難波喬司⽒
・観光庁観光地域振興課⻑ 畠中秀⼈⽒
・パシフィックコンサルタンツ㈱中部⽀社

社会マネジメント部⻑ 久野暢之⽒
・(公社)⽇本道路協会会⻑(元国⼟交通事務次官) ⾕⼝博昭⽒

沼津駅周辺総合整備事業
全体事業費１９９６億円

Ｈ２９年度以降の
全体事業費１２８１億円

７８７億円

２９４億円

４４５億円

１５８億円

１３１億円

１８１億円

７５８億円

２９６億円

２２６億円

１億円

駅北拠点開発事業

市街地再開発事業

特定再開発事業

土地区画整理事業

鉄道高架関連事業

鉄道高架事業

Ｈ２９年度以降の
市負担額４０６億円

０．２億円

１６５億円
１５１億円

８９億円


